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■令和２年度第６回（第３０６回）都市経営戦略会議結果概要 

 
【日 時】 令和２年１２月９日（水）午後３時１５分～午後４時３０分 

 
【場 所】 政策会議室 

 
【出席者】 市長、日野副市長、髙橋副市長、阪口副市長、教育長、都市戦略本部長、 
      財政局長、総務局長、総合政策監、副教育長、スポーツ文化局長、都市局理

事 

 
【議 題】 武蔵浦和駅周辺地区小・中学校過大規模校・大規模校の解消について 

  

  

＜ 提 案 説 明 ＞  
武蔵浦和駅周辺地区小・中学校過大規模校・大規模校の解消について、副教育長から次

のような説明があった。 
・武蔵浦和駅周辺の小・中学校は、近年児童生徒数が増加しており、浦和別所小学校は

31 学級で過大規模校、また、沼影小学校、浦和大里小学校、西浦和小学校、内谷中

学校は 25 学級以上の大規模校となっている。 
・浦和別所小学校、浦和大里小学校、西浦和小学校の３校については、令和８年度まで

学級数の増加が見込まれており、特に浦和別所小学校については、令和２年度から６

年度までに、10 学級以上の増加が見込まれている。更なる児童数の増加は、教育に

支障をきたす事態を招くため、一刻も早く、手を打つ状況にある。 
・そこで、武蔵浦和駅周辺地区小・中学校の過大規模校及び大規模校の解消に向け、沼

影公園用地に、新設校を設置することとしたい。 
・また、現状武蔵浦和駅周辺地区に体育館等のスポーツ施設が少ないことから、沼影小

学校解体後の跡地利用として、体育館等のスポーツ施設等を新設することを前提に検

討を進めていくこととしたい。 
・学校設置候補となっている沼影公園の現状としては、利用人数は屋外・屋内・アイス

スケートあわせて年間約２１万７千人、収入としては、利用料として年間約５千万円、

支出としては、令和元年度の指定管理料として約１億１千２百万円、それ以外にポン

プの交換や塗装など、修繕費として約３千２百万円を計上している。 
・沼影公園を解体することになった場合、生じる課題と解消に向けた考え方として、公

園用地北側 1.0ha にかかる都市計画決定の解除が必要であり、原則として同規模の都

市計画決定が必要である。 
・また、解体により不足する公園用地の確保が必要であり、現状と同規模 2.4ha の公園 

用地を、南区を前提に公園廃止までに代替地として確保する。また、兼ねてより要望 
のあった沼影の旧職員住宅跡地を取得する方向で調整をしたい。 
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・以上を踏まえ、沼影公園を解体(廃止)後、現状と同規模の公園用地の代替地を確保し、 
また、代替地におけるレジャープールの存続・廃止等、今後のあり方についての検討 
を進めていきたい。 

 
＜ 意 見 等 ＞ 
・ 沼影公園に新設校を開設することで、浦和別所小の増加を抑えることができるか。 

→学区の最小限の移動で浦和別所小の過大規模校も解消できるものと考えている。 
・ 沼影公園に１つ新設校を設置することができれば、このエリアに更なる新設校を建

設しなくても問題ないか。 
→現時点の見込みによれば、更なる設置は必要ない。 

・ 学校の建設工事については、３年もかかる見込みか。 
→現状は３年を見込んでいるが、早く終了することができるのであれば、前倒して 
行っていく。 

・ 新設校を設置するまで現状の校舎で、児童全員が入りきれるのか。 
→浦和別所小は、令和７年度まで仮設校舎を建てているが、２年ほど延長をすれば 
可能である。 

・ 義務教育学校の具体的な計画はどうなっているのか 
→義務教育学校が過大・過小規模校の解決だけではなく、義務教育学校の魅力や必 
要性を今後伝えていく必要があると感じており、個別具体的なものと同時並行で 
議論していく。 

・ 学校関係の本事業の基本計画は、令和３年度に行っていくこととし、学校以外の土

地全体のあり方は、今後整理していくということか。 
→そのとおり。 

・ スポーツ施設については、体育館をイメージしているのか。 
→詳細は、これから検討する。 
レジャープールは、検討の行方にもよるが、令和６年からは当面停止していくとい

うことか。 
→当面停止していくこととしたい。 

・ 代替の公園用地は、職員住宅だけではなく、追加で探していくということか。 
→そのとおり。 

・ スポーツ施設は、地元の方を中心にご意見を聞き、レジャープールのあり方等は、

市民の皆様のご意見をお伺いしながら検討して欲しい。 
・ プールの改修工事の状況は？ 

→令和２年度から２年間で改修工事を行っている。解体まで運営することを考える 
と設備関係が傷んでいるため、本改修工事は必要であると考えている。なお、施 
工中に、不必要な部分があれば減額していく。 
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＜ 結  果 ＞  
武蔵浦和駅周辺地区小・中学校過大規模校・大規模校の解消については、原案のとおり

了承とする。ただし、以下の点に留意すること。 
・各局で連携し、市民を始めとした関係者に対し、丁寧な説明を行っていくこと。 

 

＜ 会 議 資 料 ＞ 
「武蔵浦和駅周辺地区小・中学校過大規模校・大規模校の解消について」 

 
 


